
鳥取県のがんの現状

鳥取県では、3 人に 1 人が「がん」で亡くなっています。

主な死因別死亡の割合（平成２０年鳥取県）
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がんは自覚症状もなく病状が進行することが多い病気です。

無症状のうちに検診を受けた人は、症状が出てから医療機関を受診するよりも早

期に発見される可能性が高く、その段階で治療すれば、治療経過も良好です。


